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研究成果の概要（和文）：　極低出生体重(VLBW)児及び超低出生体重(ELBW)児は、神経学的障害を持たなくても
共同注意（注意を向けている出来事や事象についての経験と感情を他者と共有する三者関係）の発達が正出生体
重(NBW)児と異なるとの報告がある。三者の共同注意の発達の特徴を比較検討すると共に、幼児期早期における
簡便、客観的かつ明確な共同注意の評価ツールである共同注意評価スケールを開発した。VLBW及びELBW児は、低
体重出生以外に合併疾患を有しない低リスク児であっても、NBW児と比べて他者の視線の追従や指さしへ反応す
る共同注意と共に自発的な共同注意も少なかった。ELBW児は、より共同注意行動が遅れていた。

研究成果の概要（英文）： Earlier studies have shown that very and extremely low birth weight (VLBW 
and ELBW) infants have different characteristics in the development of joint attention from normal 
birth weight (NBW) infants. The purpose of this study is to clarify the developmental 
characteristics of joint attention in VLBW and ELBW infants without high-risk complications compared
 to NBW infants.
A semi-structured observation scale was originally developed based on Early Social Communication 
Scales and used to assess infants’ joint attention behaviors. There are significant differences in 
joint attention development among VLBW, ELBW, and NBW infants. The result suggests that ELBW infants
 might have higher risk of developmental delay in joint attention. 

研究分野： 地域看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）共同注意とは、注意を向けている出来
事や事象についての経験と感情を他者と共
有する三者関係を指し、乳幼児の様々な面の
発達に大きな影響を与える。自閉スペクトラ
ム症（ASD）を有する子どもは生後 18 か月
で早期徴候が確認でき、視線が合いにくく共
同注意の出現が遅れることが知られている。
極低出生体重（VLBW）や超低出生体重
(ELBW)で生まれた児では、共同注意の発達
に正出生体重児とは異なる特徴をもつとい
う報告があるが、現在のところその発達過程
は解明されていない。また、共同注意を客観
的に評価するための尺度は存在するが、それ
を地域で行う健診や教室で用いるのは困難
であるのが現状である。 
 
２．研究の目的 
（１）VLBW 児及び ELBW 児の共同注意の
発達特徴を正出生体重児と比較することで
明らかにすることを、第一の研究目的とする。
また、幼児期早期における簡便、客観的かつ
明確な共同注意の評価方法を検討し開発す
ることを、第二の研究目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）対象：1 歳 6 か月から 2 歳までの正出
生体重で生まれた幼児とその保護者および
修正月齢 1歳 6か月から 2歳までのVLBWま
たは ELBW で生まれた幼児とその保護者(表
1)。 

表１：対象者の概要 
 
（２）方法：①先行研究で開発された
M-CHAT を 4 段階評価にした発達チェックリ
ストを用いて保護者への質問紙調査を行う、
②Baron-Cohen らが提唱した CHAT という自
閉症の評価尺度の、専門家による 4 つの行動
観察項目（図１）を用いて対象児の行動観察

を行いビデオカメラで撮影する、③共同注意
を客観的に評価する方法としてよく用いら
れる ESCS という評価尺度を参考に、新たに
共同注意評価スケールを作成し、これを用い
て対象児の行動観察時の映像を評価する。④
データの分析は、まず共同注意評価スケール
の信頼性及び妥当性の検討を実施する。その
後、正出生体重児、VLBW および ELBW 児
の共同注意評価スケールによる評価結果の
差異を、カイ二乗検定を用いて検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１：CHAT の４つの行動観察項目 
(a)保護者が注意を向けた方向を見る 
(b)聞かれた物を指さして応える 
(c)おもちゃを使ってまねができる 
(d)積み木を積むことができる 
 
４．研究成果 
（１）共同注意評価スケールの信頼性・妥当
性の検討 
検者間信頼性は、10%の数の映像データを

無作為に抽出し、その映像を６名の観察者が
1 回ずつ評価した結果の一致度を、カッパ
（κ）係数を用いて検討した。κ係数の値は、
0.6 から 0.8 の間にあれば実質的に一致、0.8
から 1.0 の間にあればほぼ完全に一致すると
みなされる。共同注意評価スケールの 14 項
目全てにおいて 0.7 を上回るκ係数値を示し
た（表２）。 
基準関連妥当性は、M-CHAT23 項目と共

同注意評価スケールの得点を、スピアマンの
順位相関係数を用いて検討した。M-CHAT
の総得点は、共同注意評価スケールの得点と
1%未満で有意な相関があった。M-CHAT の
項目別にみると、23、項目中8項目において、
共同注意評価スケールの得点と 1%未満で有
意な相関があった。また、5 項目において、
共同注意評価スケールの得点と 5%未満で有
意な相関があった。M-CHAT の項目で共同
注意を評価する 4 項目のうち、3 項目の得点
において共同注意評価スケールの得点と有
意な相関があった。 
以上の検者間信頼性と基準関連妥当性の

検討結果、共同注意評価スケールは十分な信
頼性・妥当性が示されたと考える。 
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共 同 注 意 評 価  
ス ケ ー ル 

検者間 
信頼性 

(κ係数) 
I. 保護者が注意を向けた方向を見る 
1. 保護者が注意を向ける前
に子どもがおもちゃに気づ
き、その方向を指さす  

0.87  

2. 保護者が注意を向けた後
に、子どもがおもちゃの方
向を見る  

0.77  

3. 子どもがおもちゃの方向
を見た後、次に保護者の顔
を見る   

0.80  
  

II. 聞かれた物を指さして答える  
4. 観察者に聞かれた物を、
子どもが自分で見つけて指
さす  

0.85  

5. 観察者が電気のある方向
を見ると、子どももその方
向を見る   

0.80  

6. 子どもが電気のある方向
を見た後、次に観察者の顔
を見る   

0.85  
  

III. おもちゃを使ってまねができる   
7. 観察者を注視し→観察者
がおもちゃから手を放す→
視線をおもちゃへ向ける   

0.77  

8. 観察者がおもちゃを触る
間、指示を伝える間または
指示直後、観察者の顔を見
る  

0.72  

9. おもちゃと観察者を交互
に見る  

1.00  

10. おもちゃと保護者を交
互に見る  

0.79  
  

IV. 積み木を積むことができる  
11. 観察者を注視→観察者
が積み木から手を放す→視
線を積み木へ向ける   

0.79  

12. 観察者が積み木を触る
間、指示を伝える間または
指示直後、観察者の顔を見
る  

0.78  

13. 積み木と観察者を交互
に見る   

1.00  

14. 積み木と保護者を交互
に見る  

0.87  

表２：共同注意評価スケールと検者間信頼性 
 
（２）３群の共同注意評価スケールによる評
価結果の検討 
 先行研究では、その行動の受け手と出し手
の観点から、共同注意を２種類に分けている。
ひとつは、他者の視線の追従や指さしへの反
応などの「共同注意への応答(Responding to  
Joint Attention: RJA)」で、生後 9 か月より
可能となる。共同注意評価スケールでは、
RJA を評価する項目が 4 項目ある（2,5,7,11）。

もうひとつは、他者と注意を共有しようとし
たり、他者の反応を見て確かめるという「共
同注意の開始 (Initiating Joint Attention: 
IJA)」で、1 歳頃より可能となり、相手にみ
てもらいたいものを伝えようとする叙述的
な共同注意や、未知の場面や自分の行動に対
する評価を大人の表情を見ることで参考に
する社会的参照などが含まれる。共同注意評
価スケールでは、IJA を評価する項目が 10
項目ある（1,3,4,6,8,9,10,12,13,14）。 

RJA において、VLBW 及び ELBW 児は
「7：観察者を注視し、観察者がおもちゃか
ら手を放すと、視線をおもちゃに向ける」と
いう項目で有意差が認められた。ELBW 児は、
さらに「11：観察者を注視し、観察者が積み
木から手を放すと、視線を積み木に向ける」
という項目でも有意差が認められた（表３）。 
VLBW と ELBW 児を比較した結果、有意差
は認められなかった。有意差がなかった項目
では、保護者や観察者の指さしや頭と視線の
方向が、子どもが共同注意へ応答する際の手
がかりとなったが、有意差の認められた項目
では、手がかりが観察者の視線の方向のみで
あったため、VLBW・ELBW 児は少ない手が
かりで共同注意へ応答することがより難し
かったのではないかと考える。 
 
 
共 同 注 意 評 価 
スケール項 目 

    p 値 
（* p< .05,  ** p< .01） 

VLBW 
-NBW 

ELBW 
-NBW 

2. 保護者が注意
を向けた後に、
子どもがおもち
ゃの方向を見る 
  

0.153  
  

0.088  
  

5. 観察者が電気
のある方向を見
ると、子どもも
その方向を見る 
  

0.920  
  

0.654  
  

7. 観察者を注視
→観察者がおも
ちゃから手を放
す→視線をおも
ちゃへ向ける 

0.028* 0.046* 

11. 観察者を注
視→観察者が積
み木から手を放
す→視線を積み
木へ向ける 

0.096  0.016* 

表３：共同注意への応答(RJA) 
 

IJA では、VLBW 及び ELBW 児は「13：
積み木と観察者を交互に見る」という項目で
有意差が認められた。ELBW 児は、さらに
「1：保護者が注意を向ける前におもちゃに
気づき、その方向を指さす」「6：電気のある
方向を見た後、次に観察者の顔を見る」「9：



おもちゃと観察者を交互に見る」の 3 項目で
も有意差が認められた（表４）。IJA において
も、VLBW と ELBW 児を比較した結果に有
意差は認められなかった。子どもが自発的に
共同注意を開始するためには、「電気はどこ
かな」等の言葉の意味を理解することが必要
である。また、子どもは積み木を高く積むこ
とができたことを他者に評価してもらいた
いために、保護者や観察者の顔を見ようとす
る。VLBW・ELBW 児は「電気はどこかな」
という言葉の意味を理解する言語能力や、積
み木を高く積むための微細運動機能が十分
に発達していないために、共同注意を開始す
る行動に至らなかったのではないかと考え
る。 

表４：共同注意の開始(IJA) 
 
今回の研究では、指さしまたは相手の顔と

視線の向きという手がかりがない場合、
VLBW 及び ELBW 児は正出生体重児と比較
して共同注意への応答が少ない可能性が示
された。また、VLBW 及び ELBW 児は正出

生体重児と比較して、叙述的な共同注意や社
会的参照などの共同注意の開始が少ない傾
向が認められた。さらに、ELBW 児は VLBW
児と比較しても、より共同注意行動が遅れる
可能性が示唆された。 
子どもは、アイコンタクトや見つめ合いな

どの二者関係を経て共同注意への応答がで
きるようになり、共同注意への開始へと発達
していくことが先行研究で報告されている。
VLBW 及び ELBW 児は、自閉スペクトラム
症等の発達障害の早期発見や適切な支援の
観点からも、ハイリスク児だけではなく低リ
スク児についても継続的に発達を評価する
とともに、二者間のやり取りだけではなく、
二者関係から三者関係への発達を支援し、社
会性の発達を促す必要があると考えた。 
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